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第2章　地震情報

『ナウキャスト地震情報』の実用化に
向けて

横田　崇　YOKOTA Takashi
理博　気象庁　地震火山部管理課　地震情報企画官
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地震情報の充実

気象庁は，わが国において一元的に地震火山情報や津波
予報の発表に責任を有する政府機関であり，全国に展開し
た地震観測網から得られる地震波形データをリアルタイム
で収集・解析し，地震活動や津波の発生等を,24時間体制で
監視している．現在，地震発生約,2,分後から震度に関する
情報，津波予報，震源位置，地震の規模に関する情報，お
よび東海地震の予知に関する情報等を発表している．これ
らの情報は，国・地方公共団体等の防災関係機関において，
地震・津波被害の防止・軽減対策や地震発生直後の迅速か
つ適切な初動対応のため，きわめて重要な情報として位置
づけられている（図-1）．
現在気象庁では，危機管理により即応し，より利用しや
すい防災情報を発表するため，
○震度観測点のデータ等を用いて推計した『推計震度
（面的な震度分布情報）』の提供
○震源近傍で地震波をとらえ，被害をもたらす主要動が
到達する前に，到達予測時刻や予測される震度等を伝

える『ナウキャスト地震情報』の提供
に向けて準備を進めている．気象庁では，遅くとも平成15,
年度秋から第,3,世代の地震活動等総合監視システム
（EPOS）において，これらの情報提供を行う予定である．
本論文では，「ナウキャスト地震情報」の実用化に向けた取
組みについて紹介する．

『ナウキャスト地震情報』とは

従来の防災対応は，津波予報および東海地震の予知を除
き発災後の対応が主となっている．これに対し，地震発生
直後に震源域近傍の観測点で,P,波を速やかにとらえ，被害
をもたらす主要動が到達する前に，予測される震度とその
到達予測時刻を推定することにより，
○発災前に緊急防災対応を実施し地震動被害を未然に防
止・軽減すること
○津波予報あるいはそれに係る情報の発表の迅速化
が可能になってきた．これに係る情報が『ナウキャスト地
震情報』である．
従来から主要動到達前の地震対策は注目されており，単
独観測点で,P,波を観測し，機器等を制御するシステムは一
部実用化されているものもある．現在気象庁で計画してい
るナウキャスト地震情報は，「ナウキャスト地震情報発表の
ための処理手法」で述べる最新の地震学的知見および技術
に基づく単独観測点から得られるデータに加え，複数の観
測点から構成される面的な地震観測網から得られるデータ
も利用し，情報の高精度化を図っている．
ナウキャスト地震情報は，観測データから「地震発生情
報」，「震源情報」，「予測震度情報」，「地震到達予測時刻情
報」を推定し，その内容は具体的に以下のような種類を考

図-1 地震発生直後の震度情報の活用
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図-2 ナウキャスト地震情報の概念図
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地震発生による強震動を予測するためには震源域を知る
だけでは不十分であり，大きな加速度を発生する部分をあ
らかじめ知ることが必要となる．現在の地震学の実力では
事前に加速度発生の大きな部分を知ることは困難である．
そのため東海地震などの震度予測ではアスペリティーの位

置を仮定したモデルを複数作成して強震動を計算し，その
うちの最悪のケースを予測震度として公表しているのが現
状である．今後より精度の高い強震動予測のために，事前
にアスペリティーの位置を探査する方法の開発が望まれる．
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えている（図-2）．
「0,次情報」：1,観測点で地震波（P,波）を検知した時点で
地震発生を発信．1,観測点の,3,秒程度のデータから推定．
「1,次情報」：3～5,観測点で地震波を検知した時点で，
他の観測点で地震を検知していないことも利用し，震源
情報や予測される震度等を発信．
「2,次情報」：5～10,観測点程度で地震波を検知した時
点で，1,次情報を高精度化した内容を発信．
以下，より高精度化した情報を，逐次「3,次情報」…

「N,次情報」として発表．
なお，主要動到達以降の地点については「実況情報」を
併せて提供する．

ナウキャスト地震情報発表のための処理手法

2003（平成,15）年秋から計画しているナウキャスト地震
情報発表のための処理手法は，主として以下の手法を組み
合わせて行う（図-3）．今後とも処理手法については，最新
の研究成果・技術を取り入れ，より高精度で，迅速性・確
実性の高いものに改善していくことにする．
（1）B－Δ法1）～3）

1,観測点の地震波形データからの震央推定法．
地震波形エンベロープの,P,波初動部分に簡易な関数

「y=Bt・exp（－At）」をフィッティングさせて決定したパラ
メータ,B,を用い，経験的に震央距離Δを求める方法．P波
の振幅増加が震央までの距離が近ければ近いほど急激（立
ち上がりが急）である特徴に着目．
（2）主成分分析法
1,観測点の地震波形データからの震央方位角の推定法．
P,波初動部分のパーティクルモーションに対して主成分

分析を行い，その第,1,主成分の固有ベクトルから波の到来
方向を推定する方法．
（3）Territory,法
P,波検出観測点が,2,点以下の場合の，P,波検出時刻を用
いた震央推定法．
最初に,P,波を検出した観測点がどこであるかによって，

震央として取り得る範囲を絞り込む方法．
（4）Grid Search,法

P,波検出観測点が,3,点以上,5,点以下の場合の，P,波検出
時刻を用いた震央（震源）推定法．
最初の,3,点の,P,波検出観測点の分布によって設定される
領域内に，緯度・経度・深さ方向に格子を置き，全ての格
子に対し理論走時を計算し，P,波検出時刻との残差が最小
となる格子を震源とする方法．データ伝送の遅延がごく短
時間かつ確実性がほぼ担保される気象庁地震観測網
（約,180,観測点）を利用することを前提にしている．

ナウキャスト地震情報の実用化に向けて

現在気象庁では，ナウキャスト地震情報の効果的な利用方
策に関する検討を行うため，（財）鉄道総合技術研究所と共
同で，ナウキャスト地震情報を利用し鉄道施設を保安するた
めの将来型早期地震警報システムを実現するための研究を
行っている．この研究成果を踏まえ，今後，各利用者におけ
る具体的な活用方策の検討，情報発表のしきい値の検討（し
きい値を高い値に設定すると発表頻度・検証の機会が少な
くなり，低い値にすると対応が重要となる大きな揺れを伴う
地震の割合が減る．これらは精度を考慮したうえでの防災対
応の観点から調整されるものである）等を行う必要がある．
ナウキャスト地震情報提供の実用化は，東海地震の予知
や,21,世紀前半に発生が懸念される東南海・南海地震での迅
速な津波予報発表とともに，地震被害の軽減に大きな効果
が期待でき，わが国の防災対策上も重要なものとなる．
気象庁では，2003（平成,15）年秋から一部地域・利用者
に対しナウキャスト地震情報の配信を開始する計画である．
これにより，情報提供に係る具体的な問題点の抽出を行い，
より適切なものになるよう改善を図りながら，より多くの
地域・利用者に対しナウキャスト地震情報を提供していく
ことにしている．
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図-3 ナウキャスト地震情報発表のための処理手法の流れ


